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別記様式第 4号 

会 議 等 結 果 報 告 書 

文書番号  会議区分 
会 議 ・ 打合せ ・ 協 議 

決裁期日 平成２２年 ２月１８日 

名 称  第４回 上富良野町地球温暖化対策地域推進計画策定委員会 

日 時  平成２２年 ２月１８日（木）  午後１時３０分～２時３０分 

場 所  役場３階 第３会議室 

出席者 
委員：佐川泰正、三本孝洋、瀬尾祐二、島瀬良一、安川美音子 

事務局：田中、林、野寺 

１ 開会 

２ 委員長挨拶 

３ 議事 

・ 前回の会議で三本委員から指摘のあった P51 の削減行動による二酸化炭素削減量

  の項目中の「週 2回クルマ通勤をやめる」の通勤距離はどれくらいかという点につ

  いて確認したところ、概ね 2.4 ㎞とのことだった。中途半端な距離のため、４㎞と

  いう設定で表記するなど、表記方法について検討したい（事務局） 

 ・ P46 の「メタンを減らすのは現実的ではない」という表記について、先日行った

  課長会議において「家畜の飼育頭数を減らさなくてもメタンを減らすことは技術的

  に可能になってきている」との指摘があったことから、その表現を「メタンは技術

的に可能な限り削減する」といったような表記としたい（事務局） 

 ・ 本委員会も今回が最後の会議となるが、計画を作って終わりではもったいないと

  いう考えから、建設業協会では 4月 24 日に講演会の開催を予定しているが、その席

  上、町から今までの取り組みについて説明をお願いしたい。また、町としてのこれ

  からの展開についての考えを教えてほしい（佐川委員） 

    → 役場だけでの取り組みだけでなく、町全体、日本全体、世界全体が取り組

     んでいかなければならない問題。そのためには、ひとりひとりの実践が伴わ

 なければならないので、ぜひ積極的な広報、啓蒙を行っていく（事務局） 

 ・ 協議会をつくって活動の輪を広げていくことはもちろん重要だが、広報はもっと

  重要。力を入れて取り組んでほしい（三本委員） 

    → 予算がまだ決まっていない段階だが、次年度に町民エコセミナー、町民ワ

     ークショップの開催を計画している。今回の会議で終わりではなく、委員を

内 容 

     終えた後も旗振り役として頑張ってほしい（事務局） 



 ・ アンケートの結果、エコ商品の購入に 45％の人が関心があると答えているので、

  購入時に補助があるなど何らかの特典があればよいのでは。9割以上の人が温暖化

  に関心を持っているとの結果だが、個人によって温度差が大きいと思われるので、

  もっと危機感を持つような広報をお願いしたい（瀬尾委員） 

 ・ エコセミナーに外部から講師を呼ぶとお金がかかるので、出前講座的にやればコ

  ストが抑えられ、回数を増やすことも可能なのでは（三本委員） 

 ・ 広報の方法が一番重要だが、計画書は何部作成するのか。配布先は（島瀬委員）

    → 実行計画については 50 部だが、省エネビジョンについては本編 100 部、 

     概要版が 500 部の予定であり、町内の事業者、学校、団体等に配布する。配

     布は郵送ではなく、職員が説明しながら手渡ししたいと考えている。また、

     ホームページ、広報紙にも掲載する（事務局） 

 ・ 住宅エコポイントと改修費に対する補助を抱き合わせでやれば効果大では 

（佐川委員）

 ・ 家庭でやれることと、もっと大きな単位でやらなければならないこととを整理し

  たうえで取り組む必要がある。もっと意識を持って取り組まなければならない 

（安川委員）

 ・ すべての項目を行動に移すのはなかなか難しいので、実践可能な目標を設定して

  取り組んでいくことが重要なのでは（三本委員） 
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